
は じ め に

1．研究の背景と目的
日本での洋服の導入は明治初期の国家的な近代化政策

を背景に推し進められ，公的な意味合いの強い衣服にお
ける洋装化が中心であった。一般の人々の日常着として
の洋服が衣生活の中に定着するのは第二次世界大戦後の
ことである。その間，明治半ばに活動的な衣服の改良が
唱えられはじめ，1923（大正 12）年の関東大震災の後
には合理的・機能的な衣生活を目指す動きが活発化し，

男性に比べ遅れていた子供や女性の洋装化が試みられ
た。当時は家庭での裁縫によって日常着が賄われてお
り，生活に根ざした新たな衣服の導入・定着には，家庭
での洋服作りの普及が不可欠であったものと考えられ
る。明治末期には子供の洋服の作り方を詳述する洋裁書
の発行が見られる1, 2）。また，明治 30年代以降に相次い
で創刊される婦人雑誌には，洋裁に関する記事が掲載さ
れ，家庭における主婦の洋裁技術の向上に役立ったもの
と思われる。
初期の婦人雑誌の洋裁記事は子供服に関するものが多

いが，実用的な記事が多い婦人雑誌「主婦之友」を出版
した主婦の友社は，1926（大正 15）年より『主婦之友
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實用百科叢書』シリーズの中で 4編の子供服の洋裁書を
刊行している。各編では，洋服と和服の相違点として型
紙の有無をあげ，型紙の基礎線となる洋服の根本の型と
して「原型」と「簡単服」を示し，製図方法の説明を掲
載している。原型は，曲線の衿ぐりと袖ぐりおよび傾斜
した肩線の前後身頃の構成である。同様の原型が同年の
『主婦之友』3）に文化裁縫女学校（現在の文化服装学院）
の並木伊三郎考案のものとして紹介されており，現代に
続く「文化式原型」の初期の型であると考えられる。一
方，簡単服は前後の身頃および袖が繋がった一続きの構
成で直線的な形である。現在の洋裁の一般的な型として
は見ることのない構成であり，洋裁導入期の特異な製図
法ではないかと思われる。本稿では，『主婦之友實用百
科叢書』において取り上げられた根本の型のうち，現在
では用いることのない簡単服の製図や応用例の実際につ
いて検討する。
「簡単服」に着目した先行研究としては，戸栗4），中
込5）が婦人既製服を中心に簡単服と称された簡易な衣服
の系譜や導入の背景を論じている。中込は子供の簡単服
についても触れているが，そこでは裁ち方に製図を用い
ないキモノスリーブの貫頭衣型の衣服と捉えている。ま
た，日本の洋裁における型紙の発達過程については，原
型の製図法や学校教育の教科書や教材を資料とする研
究6, 7）が多い。子供服の製図の型としての簡単服に関す
る検討は，充分になされているとは言えない。本稿で
は，大正末から昭和初期の家庭洋裁における型としての
簡単服について，製図や裁断，縫製，デザインについて
検討し，特徴を明らかにする。そして子供の簡単服の実
際的な検討を通して，和装から洋装への過渡期の衣生活
に及ぼす簡単服の影響について考察する。

2．研究方法
資料としては大正末期から昭和初期に主婦の友社より

発行された『主婦之友實用百科叢書』に所収された子供
服の作り方に関する 4編の書籍を用いる。第八篇 『夏
の男兒洋服の作り方』8），第九篇 『夏の女兒洋服の作り
方』9），第三十篇『冬の女兒洋服の作り方』10），第卅一篇
『冬の男兒洋服の作り方』11）である。
まず，資料に掲載された簡単服の作り方の解説とスタ

イル画，型紙や裁断図を読み解き，簡単服の服種やデザ
インの傾向，および構成方法を把握する。また，資料の
記載に基づいて簡単服の基礎線の作図をおこない，身頃
の型紙作りの実際を確認する。さらに資料にその応用と
して紹介されている簡単服のワンピースドレスを解説に

従って作図，裁断，縫製して実物制作する。再現した仕
立て上がりの形状を観察し，シルエットやフィット感な
どの三次元の特徴について検討する。

3．資料『主婦之友實用百科叢書』について
明治 30年代以降には婦人雑誌が盛んに発行され，一

般の人々の生活に影響を及ぼした。『婦人画報』（1905.7
創刊，近時画報社），『婦人之友』（1908.1創刊，婦人之
友社），『婦女界』（1910.3創刊，同文館）等，婦人雑誌
の発行が相次ぐ中，資料の発行元出版社である主婦の友
社より，1917（大正 6）年に『主婦之友』が創刊され
る。『主婦之友』は，当時すでに発行されていた婦人雑
誌よりも安価な価格設定により発行部数を伸ばし，家庭
生活に密着した実用的な内容で中流階級の主婦層に支持
された。1924年には 22万部，1930年代半ばには 100万
部を超える大部の発行数を誇る代表的な婦人雑誌であっ
た12）。
本稿の資料とした『主婦之友實用百科叢書』各編の巻

頭には「生活上必要な知識を，確実に，そして手取り早
く得る方法として（中略）婦人や家庭の生活に缺くこと
のできぬ實際的知識を，雑誌『主婦之友』の編輯と同じ
やうに，確實，親切，簡単を旨として，提供する」と創
刊者である石川武美によって編集発行の意図が記されて
いる。その言葉が示す通り，『主婦之友實用百科叢書』
は，第二篇『毎日のお惣菜利用理法』，第廾八篇『中流
住宅の模範設計』，第四十三篇『病人の看護法』など生
活に関わる多岐にわたるテーマを『主婦之友』の編集局
の記者が執筆し，当時としては安価な 60銭で販売され
た。
資料のうち最初に発行された『夏の男兒洋服の作り

方』では「子供の着物として，洋服が便利であること
は，もはや少しも異論のないこと」とした上で，「子供
の洋服は，もともと家庭で作るべきもの，家庭で作って
こそ，理想的のものができる」と述べ，「夏服から改良
してゆくといふことが，気候からいつても，裁縫の練習
にもよい」13）と普及し始めた子供洋服を肯定的に捉え，
従来のきもののように家庭裁縫によって洋服作りを実践
することを目指している。さらに，その翌月に発行され
た『夏の女兒洋服の作り方』でも「これをご覧になれ
ば，これまでむづかしいものゝ一つとして思はれてゐた
子供洋服も，きつとご自分の手でお仕立てになられるや
うになり得ると存じます。」14）と洋裁初心者の読者に向け
て，家庭洋裁による子供の洋装化を促している。今和次
郎の調査15）によると 1925（大正 14）年の洋服着用率は，
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銀座において大人の男性は 67％，女性 1％，東京郊外に
おいて子供の男児は 74％，女児 61％であり，資料が発
行された大正末から昭和初期の東京では子供の洋装はか
なり普及し，一般的な衣服となりつつあった様子がうか
がわれる。地方との差はあると思われるが，子供洋服の
作り方は当時の中流階級の主婦にとって必要性を感じる
関心事であったものと推察できる。
資料とした 4篇は夏と冬の季節別の男児，女児それぞ

れの子供服の作り方を解説するもので，当時三六番と言
われた約縦 18 cm，横 10 cm の小ぶりなサイズである
が，本文の頁数は『夏の男兒洋服の作り方』107頁，
『夏の女兒洋服の作り方』89頁，『冬の男兒洋服の作り
方』117頁，『冬の女兒洋服の作り方』127頁と充実して
いる。いずれも一章で洋服を作るために必要な心得とし
て，人体の寸法，材料や用具，基本の製図，裁断，ミシ
ンの扱いの注意点，見返しや布端の始末方法，色の組み
合わせ等の洋裁の基礎知識の解説から始まる。二章では
下着の種類と作り方へと続き，洋服を導入するにあた
り，下着を整えることから始めなければならなかった当
時の衣生活の実情をうかがい知ることができる。そして
その後には各編の季節や性別に応じた複数のアイテムに
ついてスタイル画を図示し，対象年齢，デザインの特
徴，適した材料を解説した上で，製図および裁断方法，
縫製手順等の具体的な情報を掲載し，読者が各家庭で実
際に洋服作りに取り組めるような内容としている。

結果・考察

1．根本の型としての簡単服
4篇の資料では，洋服作りに必要な心得として，布の

地質や柄によって変化を見る和服に対し，洋服は型によ
って変化するため，一々適当な型を考えなければならな
いと説明している。ここで言う型とは衣服構成を製図し
たパターンのことを指し，布地に直接印を入れながら裁
断する和裁との違いが強調されている。特に製図と裁断
については根本の型として簡単服と原型の 2種があると
し，各資料の初めの心得の中で，それらの製図法の解説
に頁をさいている。簡単服とは「簡単なもので，袖，身
頃を続けて裁ち，縫ひ方もまた手軽なもの」，原型とは
「胴と袖とを継ぎ合わせて作るもので，應用の範囲も一
層廣い」型ですべてはこの二つを応用したものである16）

としている。いずれも上半身の構成を示す基本の型であ
り，それらを応用することで身頃を含む様々なデザイン
の洋服の型紙作りの提案がなされている。
図 1の右は簡単服，左は原型で，根本の二つの型の構

成の相違を示している。図では，それぞれ衿ぐりを中心
にして左右に袖，上端を裾線として後ろ身頃を逆さまに
配し，中段の肩を境に正方向の前身頃が続き，下端が前
身頃の裾線となっている。左の原型は，現在の洋服と同
様の構成であるが，肩が傾斜した前後左右の身頃，左右
の袖と複数のパーツに分かれ，袖付けが曲線で複雑であ
る。一方，右の簡単服は，衿ぐりと肩線を中心とする前
後左右の身頃，袖が一続きの十字型の構成であり，一般
的な洋服の構成とは異なっていた。むしろ，前後の肩を
続けて裁ち，直線的な袖付けである和裁の構成と類似し
ている。

2．簡単服の製図方法
簡単服の製図方法は図 2のように示されている。右前

の身頃および袖を示す長方形の中に，胸囲より割り出し
た各部の寸法に基づいて直線の基礎線を引き，上半身の
形を定めている。右端は前中心線，上端は肩線にあた
る。右端と上端は折り返して輪裁ちし，十字型のひと続
きの型紙となる。資料には背丈の寸法から各部の寸法を
割り出す年齢別の標準寸法表（図 3）が示され，実際に
計測をおこなわなくても洋服を作れるようになってい
る。
製図の手順は次の通りである。

①まず右上の角から横に一寸三分，縦にその 1.25倍の
長さの第一基礎線を入れ，衿ぐりの目安とする。この

図 1 原型（左）と簡単服（右）の構成
『主婦之友實用百科叢書第九篇夏の女兒洋服の作り方』
主婦之友社（1926年 7月）P 7
洋服の根本の型である原型と簡単服の構成を示してい
る。
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基本の寸法は 8歳の場合であり，年齢ごとに縦横共に
五里ずつ増減する。

②第二基礎線は胴の太さおよび長さを示し，右上の角か
ら胸囲の 1/4にその 4割の緩みを加えた寸法で縦，横
同寸の直角線を引く。

③第三基礎線は袖の太さを示し，縦に引いた第二基礎線
の 2/3よりも七分多い位置で上端と平行な直線を引
く。

このように製図して簡単服の上半身の基礎線を定め，
それを元に製作する衣服の形に合わせて展開していく。
外回りの長方形の横幅は胴周りの寸法と袖丈，縦の長さ
は衣服の丈の長さとなる。製作する衣服がワンピースド
レスのように丈が長い場合，裾は前身頃の丈を五分長く
して腹部の膨らみをカバーするように作図する。

3．簡単服の裁断
資料では，裁ち方について洋服には正確な型紙が必要

であり，布地の上にすべての型紙を配置し，縫い代を加
えて裁ち落とすと解説されている。特に洋服の場合は和
服と比べ，細かなパーツを数多く必要年，布の縦横の方
向を揃えてすべてのパーツを裁断しなければならないと
注意を促している。しかし，簡単服の場合は，左右上下
が対称な一枚の十字型の大きなパーツからなり，一般的
な洋服の構成とは異なっている。そのため，前述のよう
な洋裁ならではの配慮は不要となる。
また，簡単服の裁ち方については次の二通りの方法の

記載が見られた。

①製図用紙を四つ折りにする方法
型紙を作る段階で用いる紙を四つ折りにし，右半身を

作図し，4枚を重ねて型紙を作る方法である。布の上に
十字形の型紙を広げて重ね，縫い代をつけて裁断する。
②用布を四つ折りにする方法
型紙は右前をベースに出来上がりの 1/4にあたる部分

に作図する。裁断の際に用布を縦横に四つ折りし，4枚
の重なりの上に型紙を重ねて，縫い代をつけて裁断す
る。

いずれの場合も，製図あるいは裁断の工程において，
仕立て上がりの面積の 1/4にあたる作業をおこなえばよ
いことになり，簡単服の洋服作りの負担は軽減されて取
り組みやすかったものと考えられる。

図 3 標準寸法
『主婦之友實用百科叢書第九篇夏の女兒洋服
の作り方』主婦之友社（1926年 7月）P 11

図 2 簡単服の基礎線
『主婦之友實用百科叢書第九篇夏の女兒洋服
の作り方』主婦之友社（1926年 7月）P 12
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4．簡単服の服種
表 1は各編の資料に掲載された上半身を含む洋服の点

数を服種別に示している。（ ）の数字はそのうち，袖
と身頃，前身頃と後ろ身頃が肩で一続きになっている簡
単服の裁断図をベースとして用いていることが明らかな
洋服の点数である。簡単服以外の型紙は，もう一方の根
本の型である原型を応用したものであるとは判断しかね
るものが多く，今後検討が必要であろう。服種について
は，資料の目次の章立てを参考に，下着，ロンパース，
ドレス，上衣，外衣に大別し，掲載数を集計した。下着
に分類したものは，上半身を覆う下着としてシャツ，ウ
ェスト，シミーズ，コンビネーションである。ロンパー
スはシャツとブルマ（パンツ）が一体化したもので，資
料には「『遊び着』とか『いたづら着』とかいつたもの
で，二三歳のよちよち歩き頃から七八歳までのお子さん
には，大層身軽でかわいい服装」17）というキャプション
が付いていた。男女を問わず当時の夏の子供服の定番で
あったようで，下着やドレスとは分けて扱われていた。
上衣にはブラウス，セーラー型上衣，シャツ，折襟通学
服，詰襟通学服が含まれる。ドレスはワンピースドレス
を指し，女児用のアイテムであるが，デザインのバリ
エーションが豊かで掲載点数は多かった。外衣はオーヴ
ァーコート，マント，ケープを含む冬のアイテムであ
る。
資料には上半身を含む型紙の事例が計 62点掲載され

ていた。内訳は，女児の『夏の女兒洋服の作り方』『冬
の女兒洋服の作り方』各 19点に対し，男児の『夏の男
兒洋服の作り方』『冬の男兒洋服の作り方』には各 12点
であった。そのうち，1/4にあたる 15点が簡単服であ
った。『夏の女兒洋服の作り方』では掲載されたすべて
のロンパースおよび，半数のドレスが簡単服の応用であ
り，掲載数の 4割に当たる 8点が簡単服であった。ま
た，『夏の男兒洋服の作り方』でも簡単服のロンパース
が掲載されていた。

簡単服の型紙の掲載点数について掲載書別にみると図
4に示す通り，『夏の女兒洋服の作り方』に全体の半数
以上（53.3％）の型紙がみられた。また，『夏の女兒洋
服の作り方』『夏の男兒洋服の作り方』の夏の洋服を扱
う 2編，および『夏の女兒洋服の作り方』『冬の女兒洋
服の作り方』の女児の洋服を扱う 2編でそれぞれ 7割以
上を占めていた。資料での簡単服は夏服，女児の洋服に
用いられることが多かったと言える。
さらに簡単服の服種の割合は図 5の円グラフに示すよ

うに，最も多いドレス（40％），次のロンパース
（26.7％）の 2アイテムで 7割程度を占めていた。ドレ
スに分類される資料のワンピースドレスも，ロンパース
も，スタイル画では体のラインが現れないゆったりとし
たシルエットで描かれていた。簡単服は，上下のつなが
ったゆとりの多いワンピースタイプの服種に展開されて
いたことが分かる。

5．簡単服のワンピースドレスの再現
簡単服の展開の最も基本的な例として掲載されている

表 1 各編の服種別型紙掲載数

（ ）内の数字は簡単服の型紙数を示す。
＊文章のみで型紙の図が示されていないシュミーズ 1点
を含む。

図 4 編別の簡単服の掲載数（％）

図 5 掲載された簡単服の服種（％）
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図 6に示すワンピースドレスを実際に制作し，三次元の
衣服形状を再現した。簡単服の基礎線の作図法の解説で
基準値となっている 8歳の標準寸法を用い，薄地の綿
シーチングをミシン縫製により制作した。資料の寸法は
鯨尺で表記されているが，1尺を 37.9 cm に換算して作
図した。8歳の標準寸法は図 3の表の値より，背丈 30.7

cm，裄丈 46 cm，胸囲・腹囲・腰廻 61.4 cm とした。製
図に使用した寸法は，以下，鯨尺をセンチメートル
（cm）に換算した値で述べる。
5-1．型紙
前述の「2．簡単服の製図方法」の通り，資料の説明

に従い，模造紙に簡単服の基礎線（図 2）を作図した。
8歳の標準寸法を用いて第一から第三基礎線を引き，縦
は背総丈 63.3 cm，横は裄丈 45.9 cm の長方形の型を作
図した。ワンピースドレスの前後の差として前裾を 1.8

cm 延長した。さらに図 6のワンピースドレスへと展開
した型紙とするために，図 7のように，裾で胴幅の 1/2

を広げ，第三基礎線の角とつなぎ，斜めの脇線を作図し
た。衿ぐりはラウンド型とし，右上の角と第一基礎線の
角をつないだ斜線の 1/4を通る曲線を引いた。袖丈につ
いては明記されていなかったが，応用製図（図 7）の袖
丈は長いため，スタイル画（図 6）に合うよう検討し，
13 cm 短く調整した。また，後ろ中心に 21.2 cm のあき
の印を記した。
5-2．裁断
前述の「3．簡単服の裁断」の要領で布を裁断する。

5-1で作図した型紙を 90 cm の薄地の綿シーチング
（生成）の上に配置し，袖下 1.2 cm，脇 1.2 cm，袖口 3.8

cm，裾 3.8 cm を縫い代として余分に残して裁断した。
後ろ中心のあきとして，後ろ衿ぐりから 21.2 cm の切り
込みを入れた。また，衿ぐりやあきを始末する際に用い
る幅 1.2 cm のバイアステープ，縦 46 cm×横 5 cm の見
返し・持ち出し布を裁断した。縫い代や別布の寸法は明
示されていなかったため，各編の要所の部分的な縫
製18-21）および類似デザインのワンピースドレスの縫い
方22）の解説を手掛かりに，縫製や仕上がりについて検討
したうえで決定した。
直線が多く裁断しやすいが，型紙が大きく，中央で衿

ぐりを切る必要があるため，四つ折りした布に型紙を配
して裁断する方法（3簡単服の裁断－②）が効率的であ
った。しかし，衿ぐりおよび裾の出来上がり線が前後で
異なるため，初心者にとっては一枚の布の上に型紙を広
げて作業する方法（3簡単服の裁断－①）が簡単に感じ
るものと思われた。
5-3．縫製
5-2で裁断した布地をミシン縫製により縫合し，ワン

ピースドレスを仕立てた。縫い代の始末は資料の指示通
り，手縫いも用いた。縫製については，裁断時と同様，
各編の要所の部分的な縫製18-21）および類似デザインのワ
ンピースドレスの縫い方22）の解説を参照した。衿ぐりや
後ろのあきは縫い代込みの型紙であり，縫製する際に加
減して始末する必要があった。衿ぐりはバイアステープ
でくるみ，後ろ中心のあき部分は別布で持ち出しおよび

図 6 簡単服の応用スタイル画
『主婦之友實用百科叢書第九篇夏の女兒洋服
の作り方』主婦之友社（1926年 7月）P 13

図 7 簡単服の応用製図
『主婦之友實用百科叢書第九篇夏の女兒洋服
の作り方』主婦之友社（1926年 7月）P 13
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見返しを縫合して始末した。
縫製手順は次の通りである。

①後ろ中心のあきの始末をする。見返し・持ち出し布を
2 cm の幅に折り，右身頃（上前）側の切り込みの裏
側と左身頃（下前）側の布端に続けて配して縫う。見
返しと持ち出しを続けて縫い，整える。

②前後の袖下から脇を続けてミシンで縫合する。中 0.4

cm，外 0.8 cm の袋縫いとする。特に袖下と脇のカー
ブのきつい部分は，後で綻びないように布を伸ばして
縫い合わせる。

③袖口の縫い代を裏に三つ折りし，手縫いでまつる。
④裾の縫い代を裏に三つ折りし，手縫いでまつる。
⑤衿ぐりの裁ち端をバイアステープでくるみ，縫合して
始末する。

簡単服のワンピースドレスは縫製箇所が少なく，同寸
同形の布同士を直線的に縫い合わせる部分が多いため，
短時間で簡単に縫製することができた。ただし，袖と脇
の角の縫合，衿ぐりおよび裾等の曲線状の縫い代の始末
については，微妙な手加減により調整しながら縫い進め
る必要があった。
5-4．再現作品
簡単服を応用したワンピースドレスは，図 8のように

再現できた。8歳の標準寸法の胸囲・腹囲 61.4 cm に調
整した子供用ボディ（Kiiya, 130サイズ）に着せ付けて

観察した。
仕上がりの形状は和服のように平面的であるが，ボデ

ィに着せると半袖，ラウンドネックの A ラインワン
ピースドレスとなった。胸元から裾へ身体のラインを包
み込んで充分に広がり，前後左右の裾線はまっすぐに揃
い整っている。仕立上りの寸法は，胸回り約 86 cm，裾
回り 129 cm と広く，ゆるみ分量が多い。袖下のきつい
カーブの脇がつり気味で，袖底の落ち着きが悪いが，袖
ぐりおよび袖口回りが 17 cm と広いため，着心地や動
作には影響しない。また，開口部が大きく，夏は涼しく
着用できると思われる。ゆとりが非常に多く動作を妨げ
ないが，肩から袖ぐりにかけて布が弛んでしわが寄り，
体にフィットせず，洋服特有の立体的に造形された美し
さは感じられない。

お わ り に

大正末から昭和初期に発行された『主婦之友實用百科
叢書』シリーズ所収の子供服の作り方に関する 4編を資
料とし，子供服の製図の根本の型である簡単服に関する
図や文章を抽出し，その応用服種やデザインの傾向，構
成方法を把握した。また，簡単服を展開したワンピース
ドレスを資料の解説に従って制作し，仕立て上がりの形
状を再現した。
簡単服は衿ぐりと肩線を中心に前後左右の身頃，袖が

一続きの十字型の型紙であった。肩に傾斜があり，前後
左右の身頃，左右の袖という曲線を含む複数のパーツか

図 8 簡単服の応用ワンピースの再現作品の写真
左から正面，右側面，背面，左側面
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ら成る現在の一般的な洋服の構成とは異なっていた。む
しろ，和服の前後身頃が一続きで直線的な構成と類似し
ていた。簡単服は，製図用紙や用布を四つ折りにして一
度に製図あるいは裁断をおこなったり，同寸の布同士を
まっすぐに縫い合わせるなど，洋裁やミシン操作に不慣
れであっても取り組みやすい仕様となっていた。しか
し，袖丈の長さや縫い代寸法，縫い代の始末の方法など
曖昧な点や明記されていない点もあり，それまでの個々
の裁縫経験を元に判断して取り組むことが必要とされて
いた。
子供の簡単服は，主に夏の女児のワンピースドレスに

展開された。ゆとりが非常に多く動作を妨げないが，本
来の洋服の特徴である立体的なシルエットを形作ること
はできず，洋服特有の美しさには欠けていた。しかし，
高価な衣服を購入したり，難しい洋裁を一から学ばなく
ても，これまでの家庭裁縫の知識と技術を活かしなが
ら，家庭で作ることのできる簡単服の洋服は，子供の日
常着に必要な活動性や経済性を満たす新しい衣服として
受け入れられたものと思われる。簡単服の出現は，子供
の衣生活の洋装化を推し進める契機となったと考えられ
る。
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